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業績予想及び配当予想（増配）の修正に関するお知らせ

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ平成２３年１０月３１日に公表

した平成２４年３月期 通期連結業績予想および、平成２３年５月１３日に公表した平成２４年３月

期 期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。

１．業績予想の修正について

平成２４年３月期 通期 (平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

９０，０００

百万円

８，１００

百万円

８，１００

百万円

４，２００

円 銭

２４４．２３

今回発表予想（Ｂ）
百万円

９２，５００

百万円

９，２００

百万円

９，４００

百万円

５，２５０

円 銭

３１０．７８

増減額（Ｂ－Ａ）
百万円

＋２，５００

百万円

＋１，１００

百万円

＋１，３００

百万円

＋１，０５０

増 減 率
％

＋２．８

％

＋１３．６

％

＋１６．０

％

＋２５．０

（ご参考）

前年度通期実績

百万円

９０，１６９

百万円

８，０２２

百万円

８，０３９

百万円

４，１１１

円 銭

２２８．６６

２．業績予想の修正理由

平成２４年３月期は平成２３年３月１１日に発生しました東日本大震災の影響により、当社グルー

プの多賀城研究所が津波の影響を受け一時操業停止となったほか、電子部品を供給いただいている

取引先の一部が被災したため、一部の取扱製品において納期遅延や供給できない期間が生じる可能性

がございましたが、フクダ電子グループと取引先各社が安定供給に向けた取組みを行った結果、現状

も一部の取扱製品は生産委託や代替品を仕入れるなどの対応を行っておりますが、製品の供給体制に

おける懸念事項は、ほぼ解消に至っております。

また、平成２４年４月１日より診療報酬が改定となりましたが、平成２２年４月の診療報酬改定に

引続き若干のプラス改定となり、年度末に掛けて医療機関を中心に設備投資需要が増加しました。

その結果、平成２４年３月期の業績は予想値を上回る見通しとなり、連結営業利益、連結経常利益、

連結当期純利益は前回公表した予想値を上回る見通しとなりました。



３．配当予想の修正について

平成２４年３月期 通期 (平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日)

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期 末 合 計

前回予想（Ａ）
円 銭

４０．００

円 銭

４０．００

円 銭

８０．００

今回修正予想（Ｂ）
円 銭

５５．００

円 銭

９５．００

増減額（Ｂ－Ａ）
円 銭

＋１５．００

円 銭

＋１５．００

当期実績
円 銭

４０．００

前期実績
円 銭

４０．００

円 銭

４０．００

円 銭

８０．００

※期末の１株当り配当金５５円００銭の内訳は普通配当４０円００銭、特別配当１５円００銭です。

４．配当予想の修正理由

当社はかねてより、株主の皆様への利益還元を経営の最重要施策として位置づけ、必要な内部留保

を図りながら企業体質を充実・強化し、競争力のある事業展開、安定的な利益還元を継続して行う

ことを基本方針と定めており、目標とする経営指標を『連結配当性向３０％以上』としております。

平成２４年３月３１日を基準日とする剰余金の配当につきましては、１株当り４０円の普通配当を

予定しておりましたが、上記１のとおり、通期の連結業績予想が前回公表した数値を上回る見込みと

なったことから、１５円の特別配当を加えた合計５５円の期末配当を第６５回定時株主総会に付議

する予定です。

当社は未曾有の震災から復旧、復興に向けて全力で取組んでまいりましたが、引続き安全・安心・

快適を基軸に『お客様から信頼される企業』を目指してまいります。

※ご注意

上記業績予想および配当予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績や配当は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

尚、今後 業績予想および配当予想の修正が必要となった場合は、速やかに公表致します。

以 上


